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 欧州委員会はユーロ圏の2017年の実質成長率は1.7％とし、前回（2017年2月）見通しから上方修正。
 ユーロ域内のすべての国が今年と来年にプラス成長を達成するとの見通しを維持。
 前回見通しに比べて下振れリスクは和らいだとみるも、対外的な先行きリスクの拡大を懸念。

欧州連合（ＥＵ）の欧州委員会は、5月11日に2018年までの経済見通しを公表しました。ユーロ圏の2017
年の実質成長率は1.7％となり、前回（2017年2月）見通しから0.1ポイント上方修正し、2018年にかけて安
定した景気回復が継続するとの基本シナリオは維持しました。
 成長見通しは小幅上方修正されたものの、2016年の1.8％を下回る。
 ユーロ域内のすべての国が今年と来年にプラス成長を達成するとの見通しを維持。ドイツの2018年の成長
率が1.9％に加速するとしたほか、スペインとポルトガルの成長率について従来予想から上方修正。

 （ユーロ圏外である）英国の2017年の経済成長率は、従来予想の1.5％から1.8％へと上方修正。2018年
見通しについても従来予想の1.2％から1.3％に引き上げ。

 失業率は引き続き高水準にとどまると予想。2017年は9.4％、2018年は8.9％と昨年の10.0％から大幅に
低下するとした。

 物価上昇率は2017年が1.6％になるとして、従来よりも引き下げた。2018年にはさらに1.3％にまで下が
ると予想した。なお、欧州中央銀行（ＥＣＢ）は2017年の物価上昇率を1.7％と見込んでいる。
見通しでは、2017年2月時点に比べて先行きの下振れリスクが和らいだと指摘されています。フランス大統
領選やオランダ下院選において「反ＥＵ」を掲げるポピュリズム（大衆迎合主義）政権の誕生が回避されたこ
とを念頭に、「政治の不確実さ」の後退が内需を拡大させる可能性があるとの見通しを示しました。一方で、
6月にも本格化する英国のＥＵ離脱交渉やトランプ政権の経済対策の不透明感、中東や東アジアの情勢緊迫な
ど、対外的な先行きリスクは2月よりも大きくなりつつあるとの見方も示しています。

出所）欧州委員会の資料を基にニッセイアセットマネジメントが作成

2017年は小幅上昇修正 安定成長継続か

図表：ユーロ圏の経済見通し

（％）
今回（2017年5月） 前回（2017年2月見通し）からの変化

2017年 2018年 2017年 2018年

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率

ユーロ圏 1.7 1.8 0.1 0.0
ドイツ 1.6 1.9 0.0 0.1
フランス 1.4 1.7 0.0 0.0
イタリア 0.9 1.1 0.0 0.0
英国 1.8 1.3 0.3 0.1

失
業
率

ユーロ圏 9.4 8.9 -0.2 -0.2
ドイツ 4.0 3.9 0.1 0.2
フランス 9.9 9.6 0.0 0.0
イタリア 11.5 11.3 -0.1 -0.1
英国 5.0 5.4 -0.2 -0.2

物
価
上
昇
率

ユーロ圏 1.6 1.3 -0.1 -0.1
ドイツ 1.7 1.4 -0.2 -0.1
フランス 1.4 1.3 -0.1 0.0
イタリア 1.5 1.3 0.1 0.0
英国 2.6 2.6 0.1 0.0


